
太田 誠 先生の紹介  

 昭和34年生まれ。 

昭和58年東京大学法学部卒、警察庁入庁。 

警察庁の各部局のほか、防衛庁防衛局、在オーストリア

日本国大使館一等書記官、内閣法制局、警視庁総務部長、

外務省大臣官房監察査察官、兵庫県警察本部長、警察大

学校長等を歴任され、平成30年辞職。 

令和4年より令和7年までポルトガル国駐箚特命全権大

使として活躍されました。 

 
 
 
 
 
 

市川学園 ５月１６日の土曜講座  於、国枝記念国際ホール 

太田 誠 先生 

「  ポルトガルー初めて出会ったヨーロッパ  」 

元ポルトガル国駐箚特命全権大使 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
主な講義内容の紹介 

序章としてポルトガル共和国について様々な観点から話をしていただきました。現在の人口・

面積、歴史的背景から見た宗教の布教についてなどの基本的ステータスに加えて、ポルトガル

という国がどのように発展し、世界の中で実権を握っていったのか。また日本との歴史的つな

がりについても詳しく話をしていただきました。種子島で火縄銃を伝来した歴史やフランシス

コ・ザビエルがキリスト教を布教したことは有名ですが、そのほかの歴史はあまり知られてい

ません。オランダとの国交の場として出島は有名ですが、オランダの前は出島を通してポルト

ガルと国交を結んでいました。現在の日本でも良く使われている言葉の中にポルトガル語は多

くあります。ボタン・コップ・かるた・ボーロなどはもともとポルトガル言語が形を変えて日本

に定着したものだそうです。多様な視点からポルトガルと日本つながりを知ることができます。 

二章は特命全権大使という任について話をしていただきました。内閣の任命と天皇の認証（外

国では元首の任命）によって就く御役目です。大使の仕事は「日本の友好国を増やす」ことです。

東京で見る日本、地方で見る日本、海外から見る日本は全て見え方が異なります。ポルトガルか

ら見た日本を理解し、日本とポルトガルの橋渡しをする御役目です。大使になったことでパー

スペクティブ（物事を見る角度）が広がったそうです。首脳会談に参列され、交渉役を担ったり、

ポルトガルで新しい政策が動けば日本の不利益にならないかどうかを確認し、交渉を行ったり

します。 

市川学園第三教育センター通信 

実況中継「土曜講座」 
第１号   ２０２６年 ６月 ２日発行 

生徒や保護者の主な質問・感想 
私は、外国に行ってみたいとは思っているのですが、知り合いも

いないため、文化の違う国で留学をすることに怖さを感じていま

す。だからこそ、外国についての話を聞けて嬉しかったです。ポル

トガルは日本について関心のある方が多く、文化も似ているとわか

ったため、ポルトガルを含めた日本と似ている国について調べてみ

ようと思いました。また、私もいろいろな経験を積んで、いろいろ

な視点から物事を見れる人になりたいです。そのために土曜講座を

できるだけ受けて、たくさんの話を聞こうと思います。そしていろいろな選択肢を残すために授業もしっかり

受けていきたいです。ポルトガルと日本の違いなどもよくわかり、すごく楽しかったです。これからいろいろ

な国を調べて視野を広げられるようにがんばります。(中学 1 年生女子) 

 

日本とヨーロッパの関係はポルトガルか初だと言うことを初めて知ったし、ポルトガルと日本との関係がこ

んなにも深いことを知って驚いた。外国で過ごすことで、その国のことを知ることができるだけでなく、違っ

た視点に立って物事を見ることができるようになることを知った。また、いろいろな価値観にも触れられる

し、自分の価値観に良い影響があることを知った。今日の話を聞いて海外へ行ってみたいと思った。ポルトガ

ルの国自体のこともたくさん知ることができてとても良かった。また驚きがたくさんあった。(再生可能エネ

ルギーの進展がすごいことなど)日本語からポルトガル語、ポルトガル語から日本語になった言葉が思ってい

たよりもたくさんあって驚いた。外交官の仕事や大使の仕事を詳しく知ることができたのもよかった。日本が

外国とうまく付き合っていくために様々なことをやっていることを知り、ありがたい存在だと感じた。日本を

背負って外国と関わっているのがすごいです。(中学 2 年生女子) 

 

先生より少し早い 2022 年の春から 2025 年の春までオランダに住

んでいました。オランダもポルトガル同様、日本の鎖国時代付近に

強く関わっており、日本への関心が高い国だったと思います。街を

歩いていて、日本語で挨拶してくださる方がいたり、現地校との交

流があったりしました。ひとつ違うのはポルトガルと違い、オラン

ダは日本と戦争があったり、第二次世界大戦で大きな傷を折ったり

した経験からか、ごく稀に悪意をぶつける人もいると言うことです。日本と関わりの深いオランダとポルトガ

ルと言うことで近いものを感じ、本日の公演を受講しました。その点でオランダから見た日本を意識した上で

聞いたことで、ポルトガルから見た日本と言う近しくも同じではない新しい視点を感じることができました。

ジャパンフェスティバルもオランダにあり、あの盛況さを懐かしく思います。そういった活動も大使館に関わ

ったものだと思うと、日本の存在を感じながら生活できたのは大使館のおかげなのだとその影響力に頭が上が

りません。ちなみにスペインを訪れたときに初めて食べたバカラオをが本当に美味しくて、今でも思い出すほ

ど大好きです。また、ウィーンもヨーロッパで 1、2 を争うほど好きな街なので、親近感を覚えながらお話を

聞くことができました。(高校 2 年生女子) 

 

世界全体で見たポルトガルも、日本中心に見たポルトガルも学ぶことができて面白かったです。私は日本

史選択者なので、日本と関わっていることについてしかポルトガルを知らず、世界各地にそれほどの植民地を

所有していたことを知らなかったので、驚くとともに、秀吉がバテレン追法令を出したこと、キリスト教信仰

者の一連の弾圧を行ったりしていたことも納得することができました。逆に日本がポルトガルとある程度まで

は有効な関係を築くことができていたことが貴重だったのではないかと感じました。大使に関してはどんな仕

事をしているのか、あまり知りませんでした。首相などと共に外

交において重要な役割を果たし、様々な活動を通して日本の味方

を増やすのに役立っているというのが責任重大である一方、楽し

そうな一面も見ることができて興味を持つことができました。政

府で働くと言うのは正直堅苦しくて大変そうだなと思っていまし

たが、外交に関わることで、自国についても他国についても知る

ことができて、視野が広がりそうだなと感じました。貴重なご講

演ありがとうございました。(高校 3 年生女子)  
（文責：北圃 鉄朗 先生） 


